
1988 <BOURGOGNE> Aloxe Corton 19,800
（Joseph Drouhin） ＊ピノノワールの鮮やかで円熟した味わいが楽しめる。このヴィンテージならではの酸もしっかりある。

1989<BOURGOGNE> Beaune Greves Vigne de l'Enfant Jesus 27,500
（Bouchard Pere&Fils) ＊当たり年のワインで、口当たりは優しいがタンニンがしっかり残る。

1990 <BOURGOGNE> Saint Aubin
（Louis Jadot） ＊赤い果実に程よく熟成のニュアンスが混じり、良年ならではの良いバランスとなっている。

1998 <BOURGOGNE> Gevrey Chambertin Les Platieres 18,700
（Philipp Leclerc） ＊遅積みぶどうによる凝縮感を持ち、熟成により柔らかさとキメ細かなタンニンが備わってきている。

2000 <BOURGOGNE> Bourgogne Les Bons Batons 11,000
（Philippe Leclerc） ＊骨格のしっかりしたスタイルを持つ。果実の凝縮感とスパイシーさが感じられる味わい。

2001 <BOURGOGNE> Chateau Corton Grancy G.C 19,800
（Louis Latour） ＊コルトンGCの３つの区画のブレンド。社のフラッグシップワインで、華やかさ、フィネスを兼ね備える。

2002 <BOURGOGNE> Bourgogne Les Bons Batons 11,000
（Philippe Leclerc） ＊力強いワインを作るドメーヌ。熟成し複雑さも備わっている。

2003 <BOURGOGNE> Bourgogne Rouge 7,700
（Rene Leclerc ） ＊イチジクや苺ジャムなどの熟した果実のフレーヴァーに、腐葉土やハーブの落ち着いた香りが混じり会う。

2006 <BOURGOGNE> Chorey Les Beaune 14,300
（Nicolas Potel） ＊ベリー系の果実味が豊かな味わいで、繊細なタンニンと綺麗な酸味がバランスよく調和している。

2020 <BOURGOGNE> Bourgogne Cote-d‘Or 6,600
（Bertrand Ambroise ） ＊徹底的に土にこだわり、伝統と新技術を大事にワインづくりを行っており、

　広がりを持つ果実味と強さと柔らかさを併せ持つワイン。

1/2 Bouteilles Bourgogne Rouges

ボーヌ･グレーヴ･ヴィーニュ･ドゥ・ランファン･ジュス

シャトー・コルトン・グランシー・グランクリュ

ブルゴーニュ・レ・ボン・バトン

ジュヴィレ・シャンベルタン・レ・プラティエール

サン・トーバン

ブルゴーニュ・ルージュ

ブルゴーニュ・コート・ドール

アロース・コルトン

ブルゴーニュ・レ・ボン・バトン

ショレイレ・ボーヌ


